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特　記
徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

Ｒ７営繕　鳴門総合運動公園　鳴・撫養　野球場改築工事屋外管一級建築士 一級建築士

下野　日出幸

設計者 検証者法適合確認欄

設備設計一級建築士 17992

渡邉　和幸 眞下　茜 浅山　明 外山　博文

設計番号

土生　達哉

一級建築士
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既存浄化槽設備図（上部配管平面図）【参考】

既存浄化槽設備図（下部配管平面図）【参考】

既存浄化槽設備図（配管断面図（１））【参考】

既存浄化槽設備図（配管断面図（２））【参考】

既存浄化槽設備図（配管断面図（３））【参考】

既存浄化槽設備図（配管断面図（４））【参考】

既存浄化槽設備図（詳細図（１））【参考】

既存浄化槽設備図（詳細図（２））【参考】

既存浄化槽設備図（詳細図（３））【参考】

既存浄化槽設備図（制御盤姿図）【参考】

既存浄化槽設備図（配線図（１））【参考】

既存浄化槽設備図（配線図（２））

支障物件図【参考】

仮設計画図（１）（別途工事）【参考】

仮設計画図（２）（別途工事）【参考】－
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機械設備工事特記仕様書（１）

機械設備工事特記仕様書（２）

機械設備工事特記仕様書（３）

空気調和設備　凡例・施工要領図（１）

空気調和設備　施工要領図（２）

給排水衛生設備　凡例・施工要領図（１）

給排水衛生設備　施工要領図（２）

フローシート

処理槽平面図（１）

処理槽平面図（２）

処理槽断面図（２）

新設処理槽　配筋図（１）

機械設備工事特記仕様書（４）

処理槽断面図（３）

新設処理槽　配筋図（１）

処理槽断面図（１）

既存処理槽　改修配筋図

シーケンスＩ／Ｏ図

電気系統図・シーケンス図

機器動作表

制御盤姿図

二次側配線図・配線表

山留計画図【参考】

既存浄化槽設備図（特記仕様書）【参考】

既存浄化槽設備図（特記仕様書）【参考】

既存浄化槽設備図（仕上げ表）【参考】

既存浄化槽設備図（上部平面図）【参考】

既存浄化槽設備図（下部平面図）【参考】

既存浄化槽設備図（断面図（１））【参考】

既存浄化槽設備図（断面図（２））【参考】

既存浄化槽設備図（断面図（３））【参考】

既存浄化槽設備図（各階伏図）【参考】

既存浄化槽設備図（床梁・壁リスト（１））【参考】

既存浄化槽設備図（床梁・壁リスト（２））【参考】

既存浄化槽設備図（床梁・壁リスト（３））【参考】

既存浄化槽設備図（床梁・壁リスト（４））【参考】

既存浄化槽設備図（床梁・壁リスト（５））【参考】

既存浄化槽設備図（床配筋図）【参考】

既存浄化槽設備図（機械設備工事特記仕様書）【参考】

既存浄化槽設備図（機器設計計算書）【参考】

既存浄化槽設備図（機器仕様書）【参考】

公園全体配置図

配置図

現況図

機械設備工事特記仕様書（５）
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Ｊ－ 000 表紙

工事名称：Ｒ７営繕　鳴門総合運動公園　鳴・撫養　野球場改築工事屋外管 （以降の工事名称は、「Ｒ７営繕　鳴門総合運動公園　鳴・撫養　野球場改築工事屋外管（担い手確保型）」に読み替えるものとする）

065

066

第219102号第286776号 第6211号第298249号

－共

共

共

01,02

03,04

05,06

営繕工事共通仕様書（１）（２）

営繕工事共通仕様書（３）（４）

営繕工事共通仕様書（５）（６）
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付近見取図 S=1/NTS
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武道館
体育館

庭球館

弓道場

ひょうたん池

相撲場

第二陸上競技場

駐車場

球技場

陸上競技場

野球場
ｵﾛﾅﾐﾝC球場

ﾎﾟｶﾘｽｴｯﾄｽﾀｼﾞｱﾑ

公園全体配置図

外野
スタンド

ｽｺｱﾎﾞｰﾄﾞ

内野
スタンド

法42条1項１号
(幅員16.0m)

法42条1項１号
(幅員12.9m)

法42条1項１号
(幅員16.0m)

法42条1項１号
(幅員16.0m)

1017運動公園南線

2042粟津岡崎線

県道粟津港撫養線

県道粟津港撫養線

ｼﾝﾎﾞﾙﾀﾜｰ

対象施設
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陸上競技場

照明塔(6)

照明塔(4)(既存)

(既存)

武道館

照明塔(3)(既存)

(既存)

照明塔(5)

駐車場

屋外トイレ

キュービクル

浄化槽建屋

浄化槽(既存) 汚水槽(既存)

物置(既存)

工業用水槽

照明塔(2)

照明塔(1)

(既存)

(既存)

(既存)

HPφ200

HPφ250

HPφ
400

HPφ
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400
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400

HPφ300

トイレ

（既存）

（既存）

（既存）

Ｎ

BM=TP+2.5
　　=ﾎｰﾑﾍﾞｰｽ天端

設計GL=TP+2.0

円弧基準点No2円弧基準点No1

スコアボード棟(既存)

内野スタンド

R1L1

L17 R17

A6

A1

A6

A1

A2

A2

仮置き場

▽ホームベース

ブリッジ

外野スタンド(既存)

下部　浄化槽新設

屋外スロープ
(別途工事)

屋
外
ス
ロ
ー
プ

(別
途
工
事
)

ブ
リ
ッ
ジ

(第
3工

区
工
事
)

(浄化槽工事)

法42条1項１号
(幅員16.0m)

法42条1項１号
(幅員12.9m)

△
道

路
境

界
線

▽道路境界線

▽EXP.J▽EX
P.J

BA1

BA2

BA3

円弧基準点No3

※フィールド工事は別途工事とする。

※大型映像装置工事は別途工事とする。

※屋外スロープは別途工事とする。

※フィールド内の第１桝以降はフィールド工事
　 工事とする。(建物からの雨水管は蹴出しまで)

安全手すり

徳島県県土整備部営繕課 宮建築設計会社
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メインスタンド
撤去後GL-700

1塁側スタンド
撤去後GL-600

3塁側スタンド
撤去後GL-600

外構

撤去後GL-210

メインスタンド前ポーチ先端をZ0+100とする。

Z0＝GL=TP+2.0
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BM=TP+2.5
　　=ﾎｰﾑﾍﾞｰｽ天端

Ｎ

スコアボード(既存)

外野スタンド（既存）
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フローシート
NON(A3)
NON(A1)
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循
環

脱離液

し渣

流入

流量調整脱窒槽

汚水計量槽

膜分離硝化槽

膜分離装置

消毒槽

汚泥濃縮槽

汚泥貯留槽

放流

塩化第２鉄

消泡剤 苛性

余剰汚泥

ﾒﾀﾉｰﾙ

ばっ気沈砂槽

荒目スクリーン

ばっ気式水中スクリーン

フローシート

放流ポンプ槽 余剰汚泥場外搬出

※新設

※新設

※新設

ＢＯＤ　　　　　２６０ｍｇ／Ｌ

凝集剤添加膜分離活性汚泥方式

合併処理

Ｔ－Ｐ　　　　　　　２ｍｇ／Ｌ

Ｔ－Ｎ　　　　　　２０ｍｇ／Ｌ

ＳＳ　　　　　　　２０ｍｇ／Ｌ

ＣＯＤ　　　　　　３０ｍｇ／Ｌ

ＢＯＤ　　　　　　２０ｍｇ／Ｌ

Ｔ－Ｐ　　　　　　　８ｍｇ／Ｌ

Ｔ－Ｎ　　　　　　８０ｍｇ／Ｌ

ＳＳ　　　　　　２５０ｍｇ／Ｌ

ＣＯＤ　　　　　２００ｍｇ／Ｌ

１６００人

２４６ｍ3／日

１５時間

処理方式

排水時間

処理計画汚水量

処理計画人員

分　　類

流入水質

放流水質

Ｇ

Ｇ

流入

Ｃ

Ｂ

Ｓ＝１：５０上部平面図

機械室

Ａ Ａ

Ｂ

Ｃ

注　記

１．

２．

処理槽近くの給水設備は別途工事とする。

薬注管の配管距離が長い場合、または曲がりが多い場合には、

適宜、曲がり部に枡を設けるなど交換可能な構造とすること。

３．

４．

５.躯体防食仕様はＡ種（無溶剤型エポキシ樹脂塗装）とする。

６．

７．

８．

放流管槽外別途工事とする。

流入管は既設流用とする。

臭突管は本工事とし、機械室横へ３ｍ程度立上げとする。

スラブ荷重はＴ－０とする。

９．材質指示無き配管はＳＧＰ(白)とする。

10．

処理施設への電源の供給は別途工事とする。

11．ばっ気沈砂槽は改造とする。

機械室と膜分離硝化槽の距離は概ね10ｍ以下とする。（新設処理槽は、

既設処理槽隣に設置とする。）

75VP75VP

28PF

50FEP
50FEP

Ｈ

Ｄ Ｅ Ｆ

Ｄ Ｅ Ｆ

屋内・屋外の露出配管は、塗装を施す。12．

槽内増打工事

機械室防音工事 グラスウール張り

槽内防食工事

ＮＯ

　１

項目 電気工事 備考本工事

工事区分表

管工事

躯体工事

山留工事

　２

　３

　４

　５

　６

　７

　８

　９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

機器設備工事

配管設備工事

流入管工事

放流管工事

給水設備工事

二次側電気工事

一次側電気工事

外部警報配線工事 制御盤内端子接続共

機械基礎コンクリート工事

箱入工事

丸スリーブ工事

水張漏水検査

ダクト工事（機械室内）

電灯設備工事（機械室内）

臭突工事

補強筋共

躯体撤去工事

機器設備撤去工事 汚泥引抜処分含む

鉄筋切断、補強筋共

既設改造 新設

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ用給水栓

槽外図示以降

既設使用

建築工事

Ｊ－０１８

処理槽平面図（１）
1/100(A3)
1/50(A1)

機械室内換気設備共

２４ フェンス設置工事

新設チェッカープレートは、溶融亜鉛メッキ塗装とする。13．

人槽算定

人員ｎ＝0.065×延床面積Ａ

※破線部は、既存を示す。

新設フェンスは、金網パネル（3.2Φ,56㎜,ﾋﾞﾆﾙ被覆亜鉛ﾒｯｷ鉄線）とする。14．

主柱はΦ50.8×2.3とする。
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Ｇ

ばっ気式水中スクリーン
(新設)

Ｇ

膜分離硝化槽

(新設)

流量調整脱窒槽

流量調整脱窒槽

流量調整脱窒槽

汚泥貯留槽

汚泥濃縮槽

消毒槽
(既設消泡水槽)

放流ポンプ槽

使用しない

(既設汚泥濃縮槽)

消毒槽
(既設消毒槽)

放流

流入

(既設第1流量調整槽)

ばっ気沈砂槽

(既設沈殿槽)

(既設No.2接触ばっ気槽)(既設No.1接触ばっ気槽)

(既設第2流量調整槽)

流量調整脱窒槽

Ｓ＝１：５０処理槽平面図

80SUS

80SUS 32SUS

65SUS

Ａ

Ｂ

Ｃ Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｄ

Ｄ

Ｅ Ｆ

Ｅ Ｆ

65SUS 65SUS

Ｈ

１

２

３

４

５

６

１

２

１

１

２

１

２

１７

８

９ ２

１

１

２

２

２

配管用炭素鋼管 ＪＩＳ　Ｇ　３４５２

仕　　様 規格番号 種類の記号使用区分

ＳＧＰ（白）、図面上はＡ標記

配管用ステンレス鋼管

ＪＩＳ　Ｋ　６７４１

ＪＩＳ　Ｋ　６７４１

ＪＩＳ　Ｇ　３４５９空気管（水槽内）

薬注配管

ＶＰ、図面上はＶＰ標記

ＳＵＳ３０４、図面上はＳＵＳ標記

ＶＵ、図面上はＶＵ標記

ポンプ圧送管・移流管

臭突管

－ －ブレードホース（さや管：ＦＥＰ）

空気管（水槽外露出）

空気管（水槽外埋設） ＨＴＶＰ、図面上はＨＴ標記

支持金具・ボルト及びナット類　：ステンレス製（ＳＵＳ３０４）とする。

機　器　仕　様 配　管　材　質

硬質ポリ塩化ビニル管

硬質ポリ塩化ビニル管

耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管 ＪＩＳ　Ｋ　６７７６

既設改造 新設

Ｊ－０１９

処理槽平面図（２）
1/100(A3)
1/50(A1)

※破線部は、既存を示す。



徳島県県土整備部営繕課 宮建築設計会社
株式

WL

(新設)

膜分離硝化槽

散気装置

GL

流量調整脱窒槽

HWL

Ｂ－Ｂ断面図 Ｓ＝１：５０

Ｓ＝１：５０Ａ－Ａ断面図

HWL

流量調整脱窒槽

GL

(既設第2流量調整槽)

LWL

(既設第2流量調整槽)

LWL

機械室

機械室

WL

(新設)

膜分離硝化槽

散気装置

HWL

LWL

WL

汚泥濃縮槽

(既設沈殿槽)

放流ポンプ槽

WL

消毒槽

汚泥貯留槽

WL

WL

消毒槽

(既設消泡水槽)

(既設沈殿槽)

汚泥濃縮槽

WL

散気装置

散気装置

既設改造 新設

既設改造 新設

Ｊ－０２０

処理槽断面図（１）
1/100(A3)
1/50(A1)

※破線部は、既存を示す。

※破線部は、既存を示す。



徳島県県土整備部営繕課 宮建築設計会社
株式

WL

ばっ気式水中ｽｸﾘｰﾝ

ばっ気式水中ｽｸﾘｰﾝ

散気装置

GL

WL

(既設第2流量調整槽)

流量調整脱窒槽

HWL HWL

Ｓ＝１：５０Ｃ－Ｃ断面図

LWLLWL

HWL

LWL

(既設No.2接触ばっ気槽)
流量調整脱窒槽

(既設No.1接触ばっ気槽)
流量調整脱窒槽

流入

(既設)

Ｓ＝１：５０Ｄ－Ｄ断面図 Ｓ＝１：５０Ｅ－Ｅ断面図

WL WL
使用しない

(既設汚泥濃縮槽)

消毒槽

(既設消泡水槽)

消毒槽
(既設消毒槽)

HWL

LWL

HWL

LWL

汚泥貯留槽

WL

流量調整脱窒槽

(既設No.1接触ばっ気槽)
流量調整脱窒槽

(既設No.1接触ばっ気槽)

散気装置 散気装置

放流ポンプ槽

HWL

LWL

GL GL

散気装置

ばっ気沈砂槽

既設改造 新設

Ｊ－０２１

処理槽断面図（２）
1/100(A3)
1/50(A1)

※破線部は、既存を示す。

※破線部は、既存を示す。 ※破線部は、既存を示す。



徳島県県土整備部営繕課 宮建築設計会社
株式

(新設)

膜分離硝化槽

ばっ気式水中スクリーン
(新設)

WL
WL

Ｓ＝１：５０Ｇ－Ｇ断面図

中空糸膜

流量調整脱窒槽

HWL

(既設第2流量調整槽)

LWL

機械室

GL

Ｓ＝１：５０Ｈ－　断面図

換気扇

ﾍﾞﾝﾁﾚｰﾀｰ

φ300

臭突ﾌｧﾝ

(給気用)

制御盤

散気装置

ばっ気式水中ｽｸﾘｰﾝ

GL

Ｓ＝１：５０Ｆ－Ｆ断面図

HWL

LWL

WL

汚泥濃縮槽

(既設沈殿槽)

(既設No.2接触ばっ気槽)

流量調整脱窒槽

散気装置

GL

開口部変更

□600

Ｊ－０２２

処理槽断面図（３）
1/100(A3)
1/50(A1)

※破線部は、既存を示す。

※破線部は、既存を示す。



特　記
徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

Ｒ７営繕　鳴門総合運動公園　鳴・撫養　野球場改築工事屋外管

MIYA Architect's Office

宮建築設計会社
株式
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6
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0

300 3800 300

4400

G.L G.L

G.L
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0

1
5
0

2
0
0
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0
0

4
0
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0

4
6
0
0

2
0
0 5
0

1
5
0
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6
0
0

2
0
0

5
0

1
5
0

2
0
0

4
0
0

4
0
0
0

4
6
0
0

2
0
0

Ａ１：Ｓ＝１／５０

Ａ３：Ｓ＝１／１００上部スラブ配筋図
Ａ１：Ｓ＝１／５０

Ａ３：Ｓ＝１／１００基礎スラブ配筋図

ＦＳ1

ＦＳ1

Ｓ1

Ｓ1

Ａ１：Ｓ＝１／５０

Ａ３：Ｓ＝１／１００Ａ－Ａ断面配筋図

Ａ１：Ｓ＝１／５０

Ａ３：Ｓ＝１／１００

Ａ１：Ｓ＝１／５０

Ａ３：Ｓ＝１／１００

Ｂ－Ｂ断面配筋図

Ｃ－Ｃ断面配筋図

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

ＦＳ1

Ｗ1 Ｗ1

ＦＳ1

Ｓ1

Ｗ1 Ｗ1

ＦＳ1 ＦＳ1

Ｓ1 Ｓ1 Ｓ1 Ｓ1 Ｓ1

Ｂ1 Ｂ1 Ｂ1 Ｂ1

Ｗ1 Ｗ1Ｗ2

Ｂ1

Ｂ1

Ｂ1

Ｂ1

4-D16 4-D16

4-D164-D16

4-D16 4-D16

主筋･副筋共　D16-200@　ダブル主筋･副筋共　D10-200@　ダブル

4-D13

4-D13

4-D13

Ｓ2

4-D164-D16

4-D13 4-D13

2-D13 2-D13 2-D13 2-D13

2-D13 2-D13 2-D13 2-D13

4-D13

Ｓ2

Ｓ2

4-D13

主筋･副筋共　D10-200@　ダブル

主筋･副筋共　D10-200@　ダブル

4-D16 4-D16 4-D16

主筋･副筋共　D16-200@　ダブル

4-D16 4-D16

4-D164-D16 2-D13

2-D13

主筋･副筋共　D10-200@　ダブル

4-D16

4-D16

縦筋･横筋共
　D16-200@　ダブル

G.L

5
0

1
5
0

2
0
0

4
0
0

4
0
0
0

4
6
0
0

2
0
0

ＦＳ1 ＦＳ1

Ｓ1 Ｓ1

Ｂ1 Ｂ1

Ｓ2

Ｗ1 Ｗ2

4-D16

4-D13

縦筋･横筋共
　D13-200@　ダブル

Ａ１：Ｓ＝１／５０

Ａ３：Ｓ＝１／１００Ａ－　断面配筋図

Ｊ－０２３

新設処理槽　配筋図（１）
1/100(A3)
1/50(A1)



壁

Ｓ１

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｗ Ｗ

Ｌ

Ｌ Ｌ

Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｓ

Ｌ Ｌ

Ｓ２

１

２

Ｗ

Ｗ

Ｌ
Ｌ

Ｌ Ｌ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｓ

Ｗ Ｗ

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

１

Ｊ－０２４

新設処理槽　配筋図（２）
1/100(A3)
1/50(A1)

徳島県県土整備部営繕課 宮建築設計会社
株式



徳島県県土整備部営繕課 宮建築設計会社
株式

Ｌ

Ｌ

Ｗ Ｗ

Ｌ Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｗ

Ｗ

壁

１Ｗ

１

Ｊ－０２５

既存処理槽　改修配筋図
1/100(A3)
1/50(A1)

Ｌ

Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ



１．電流計は赤指針付きとする

ＵＶＷ１

４９－１

５２－１

Ｆ

ＲＳＴ

（ＡＬ付）

３Ｐ

ＭＣＣＢ０１

２２５／１７５

１

Ｅ

３φ３ｗ　２００Ｖ　６０Ｈｚ

１５ＫＷ

Ｎｏ．１

メイン送風機

６０／５Ａ

Ａ

１

電気系統図

ＥＬＣＢ１

３Ｐ

２２５／１５０

ＷＬ

１

ＥＬＣＢ０２

２Ｐ

３０／２０

【設備総容量≒３１ｋｗ】

３．７ＫＷ

ＵＶＷ３

（ＡＬ付）

２０Ａ

Ａ

３

ＥＬＣＢ３

３Ｐ

６０／６０

５２－３

４９－３

１．５ＫＷ１．５ＫＷ

Ｎｏ．２Ｎｏ．１

移送ポンプ

１．５ＫＷ１．５ＫＷ

Ｎｏ．２Ｎｏ．１

放流ポンプ

Ｆ

操作電源

ＡＣ２００Ｖ

電源

シーケンサ

ＡＣ２００Ｖ

電源

タッチパネル

ＤＣ２４Ｖ ＤＣ２４Ｖ

ＵＶＷ５

（ＡＬ付）

１０Ａ

Ａ

５

ＥＬＣＢ５

３Ｐ

３０／３０

５２－５

４９－５

ＵＶＷ６

（ＡＬ付）

１０Ａ

Ａ

６

ＥＬＣＢ６

３Ｐ

３０／３０

５２－６

４９－６

ＵＶＷ１２

（ＡＬ付）

１０Ａ

Ａ

１２

ＥＬＣＢ１２

３Ｐ

３０／３０

５２－１２

４９－１２

ＵＶＷ１３

（ＡＬ付）

１０Ａ

Ａ

１３

ＥＬＣＢ１３

３Ｐ

３０／３０

５２－１３

４９－１３

２

Ｅ

コンセント

パソコン専用

ＡＣ１００Ｖ

電源

流量計

０．４ＫＷ

臭突ファン

ＵＶＷ２０

（ＡＬ付）

５Ａ

Ａ

２０

ＥＬＣＢ２０

３Ｐ

３０／１５

５２－２０

（ＡＬ付）

ＥＬＣＢ２２

２Ｐ

３０／１０

ＸＹＺ１

ＣＴ

４２－１ ６－１

ＵＶＷ２

４９－２

５２－２

（ＡＬ付）

１５ＫＷ

Ｎｏ．２

Ａ

２

ＥＬＣＢ２

３Ｐ

２２５／１５０

ＸＹＺ２

ＣＴ

４２－２ ６－２

送風機

調整脱窒槽

０．０２５ＫＷ

ＵＶＷ４

（ＡＬ付）

ＥＬＣＢ４

３Ｐ

３０／５

５２－４

４９－４

スクリーン

荒目

０．２５ＫＷ

ＵＶＷ８

（ＡＬ付）

３Ａ

Ａ

８

ＥＬＣＢ８

３Ｐ

３０／１５

５２－８

４９－８

ポンプ

汚泥引抜

０．２５ＫＷ

ＵＶＷ９

（ＡＬ付）

３Ａ

Ａ

９

ＥＬＣＢ９

３Ｐ

３０／１５

５２－９

４９－９

ポンプ

し渣引抜

１．５ＫＷ１．５ＫＷ

Ｎｏ．２Ｎｏ．１

吸引ポンプ

ＵＶＷ１０

（ＡＬ付）

１０Ａ

Ａ

１０

ＥＬＣＢ１０

３Ｐ

３０／３０

５２－１０

４９－１０

ＵＶＷ１１

（ＡＬ付）

１０Ａ

Ａ

１１

ＥＬＣＢ１１

３Ｐ

３０／３０

５２－１１

４９－１１

０．０２５ＫＷ０．０２５ＫＷ

Ｎｏ．２Ｎｏ．１

ＵＶ１４

（ＡＬ付）

ＥＬＣＢ１４

２Ｐ

３０／５

５２－１４

４９－１４

ＵＶ１５

（ＡＬ付）

ＥＬＣＢ１５

２Ｐ

３０／５

５２－１５

４９－１５

薬注ポンプ

メタノール

０．０１５ＫＷ０．０１５ＫＷ

Ｎｏ．２Ｎｏ．１

ＵＶ１６

（ＡＬ付）

ＥＬＣＢ１６

２Ｐ

３０／５

５２－１６

ＵＶ１７

（ＡＬ付）

ＥＬＣＢ１７

２Ｐ

３０／５

５２－１７

薬注ポンプ

塩化第二鉄

０．０１８ＫＷ０．０１８ＫＷ

Ｎｏ．２Ｎｏ．１

ＵＶ１８

（ＡＬ付）

ＥＬＣＢ１８

２Ｐ

３０／５

５２－１８

ＵＶ１９

（ＡＬ付）

ＥＬＣＢ１９

２Ｐ

３０／５

５２－１９

薬注ポンプ

苛性

４９－２０

電源

電動弁・電磁弁

ＵＶＷ２１

０．２ＫＷ

換気扇（給気用）

６０／５Ａ

※１

※１

１．５ＫＷ

ＵＶＷ７

（ＡＬ付）

１０Ａ

Ａ

７

ＥＬＣＢ７

３Ｐ

３０／３０

５２－７

４９－７

非常用ポンプ

シーケンス図

外部警報端子

２８Ｘ ＰＬＣ
Ｘ

ＳＳ０１ ＳＳ０２

有電圧

Ｃ１１ Ｃ１２ Ｃ２１ Ｃ２２

無電圧

２８Ｘ ＰＬＣ
Ｘ

Ｃ２ Ｃ３Ｃ１

ＳＳ
５

Ｃ５

Ｃ４

非常時回路

ＳＳ
６

ＳＳ
１０

ＳＳ
１１

Ｃ６ Ｃ１０Ｃ１１

ＳＳ
１

ＳＳ
２

ＳＳ
３

ＳＳ
４

ＳＳ
７

ＳＳ
１２

ＳＳ
１３

Ｃ１２

Ｃ１４

ＳＳ
１４

ＳＳ
１５

Ｃ７ Ｃ１５

Ｃ１３

ＡＣ２００Ｖ

Ｕ２２

Ｖ２２

ＡＣ２００Ｖ

Ｒ１

Ｓ１

5S

５２Ｘ
１

４９－１

５２

－１
６－１

４２

－１

４２－１ ６－１

２－１

２－１

メイン送風機

Ｎｏ．１

ｔ

5S

５２Ｘ
２

４９－２

５２

－２
６－２

４２

－２

４２－２ ６－２

２－２

２－２

メイン送風機

Ｎｏ．２

ｔ
ＴＴ

１

吸引ポンプ

故障時切換用
ＳＳ０３は、ＰＬＣ

ツインタイマ
8分ON
2分OFF

間欠運転用

ＳＳ
０３

汚泥濃縮槽

電磁弁

ＳＶＸ
１

Ｆ

閉開

ＭＶ

ＭＶＲ

－Ｏ１

ＭＶＲ

－Ｓ１
Ｆ

ＭＶＸ
１

ＭＶＸ
１

電動弁

３３ ３３
Ｙ１ Ｙ２

３３
Ｙ３

ＴＴ
１

ＳＳ
１６

Ｃ１６

ＳＳ
１７

Ｃ１７

ＳＳ
１８

Ｃ１８

ＳＳ
１９

Ｃ１９

ＳＳ
２０

Ｃ２０

ＳＳ
２１

Ｃ２１

ＳＳ
８

Ｃ８

ＳＳ
９

Ｃ９

（ＡＬ付）

３Ａ

Ａ

２１

ＥＬＣＢ２１

３Ｐ

３０／１５

５２－２１

４９－２１

ＳＳ
２２

Ｃ２２

ＳＳ
２３

Ｃ２３
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電気系統図・シーケンス図
NON(A3)
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排水流量計

ｐＨ電極

（ケーブル余長をとる事）

　

指示調節計

Ｇ

（AC200V）

ｐＨ
計装電源

【 膜分離硝化槽 】

中継ＢＯＸ

ＬＬ
Ｌ
Ｈ
ＨＨ

現場側 盤内側

計装フロー図

専用ケーブル

ＭＡ
電源用避雷器

Ｌ１ Ｌ２ ０２ ０６ ０７０１ＣＯＭ ０５００ ０３ ０４ １１１０ １２ １６１５１３ １４ １７

０２ ０５ ０６０１ＣＯＭ０ ０４００ ０３ ＣＯＭ１ ＣＯＭ２０７ １０ ＣＯＭ３１３１１ １２ １４ １５ １６ １７

Ｒ２

ＡＣ２００Ｖ

３３Ｙ

－３

３３Ｙ

－２

Ｉ２ Ｉ３

Ｐ

Ｎ

Ｓ２

ＤＣ２４Ｖ

Ｒ１

Ｓ１

ＡＣ２００Ｖ

シーケンサー(Ethernet対応)

－１

４９

－２

４９

－３

４９

－４

４９

－５

４９

－６

４９

－７

４９

－８

４９

－９

４９

－１０

４９
３３Ｙ

－１

Ｉ１

シーケンサーＩ／Ｏ図

５２Ｘ

－１

Ｃ１

５２Ｘ

－２

Ｃ２

－３
４９

５２

－３

Ｃ３

－４
４９

５２

－４

Ｃ４

－５
４９

５２

－５

Ｃ５

－６
４９

５２

－６

Ｃ６

－７
４９

５２

－７

Ｃ７

－８
４９

５２

－８

Ｃ８

－９
４９

５２

－９

Ｃ９

－１０
４９

５２

－１０

Ｃ１０

５２

－１１

Ｃ１１

ＰＬＣ

Ｘ
２８Ｘ

ＯＬ

１

２２ ２６ ２７２１ ２５２０ ２３ ２４ ３１３０ ３２ ３６３５３３ ３４ ３７

ＣＯＭ４ ２０ ２３２１ ２２ ２４ ２５ ２６ ２７ ３０ ３３３１ ３２ ３４ ２５ ３６ ３７ ＣＯＭ５

－１

ＥＬＣＢ

－２

ＥＬＣＢ

－３

ＥＬＣＢ

－４

ＥＬＣＢ

－５

ＥＬＣＢ

－６

ＥＬＣＢ

－７

ＥＬＣＢ

－８

ＥＬＣＢ

－９

ＥＬＣＢ

－１０

ＥＬＣＢ

－１１

ＥＬＣＢ

ＭＷＬ ＨＷＬＬＷＬ

流量調整脱窒槽

ＨＷＬ ＡＷＬＬＷＬ

放流ポンプ槽

パルス入力
排水流量計

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ６ Ｆ７ Ｆ８

Ｉ１ Ｉ３

Ｎ Ｎ

Ｎ

－１２

ＥＬＣＢ

－１１

４９

－１２

４９

－１３

４９

－１４

４９

－１５

４９

－２０

４９

－２１

４９

－１３

ＥＬＣＢ

－１４

ＥＬＣＢ

－１５

ＥＬＣＢ

シーケンサー

０２ ０６ ０７０１ＣＯＭ ０５００ ０３ ０４ １１１０ １２ １６１５１３ １４ １７

－１６

ＥＬＣＢ

－１７

ＥＬＣＢ

－１８

ＥＬＣＢ

－１９

ＥＬＣＢ

－２０

ＥＬＣＢ

－２１

ＥＬＣＢ

－２２

ＥＬＣＢ

Ｆ４

ＡＷＬ ＬＷＬ

Ｆ５

Ｉ２

Ｎ

膜分離硝化槽

Ｐ

Ｎ

ＤＣ２４Ｖ

シーケンサー

０２ ０６ ０７０１ＣＯＭ ０５００ ０３ ０４ １１１０ １２ １６１５１３ １４ １７

－Ｏ１

ＭＶＲ

－Ｓ１

ＭＶＲ

下下限 下限 上限 上上限

ｐＨ計

－１１
４９

５２

－１２

Ｃ１２

４９
－１２

５２

－１３

Ｃ１３

４９
－１３

５２

－１４

Ｃ１４

４９
－１４

５２

－１５

Ｃ１５

４９
－１５

５２

－１６

Ｃ１６

５２

－１７

Ｃ１７

５２

－１８

Ｃ１８

５２

－１９

Ｃ１９

５２

－２０

Ｃ２０

４９
－２０

５２

－２１

Ｃ２１

４９
－２１

タッチパネル
(Ethernet対応)

Ｎ

Ｐ

ＤＣ２４Ｖ

シリアル通信ケーブル ＬＡＮケーブル

圧力センサー
(吸引ポンプ)

盤内側 現場側

アナログ入力へ

ＣＯＭ１Ｖ１＋ Ｉ１＋ ＣＯＭ２Ｖ２＋ Ｉ２＋ ＣＯＭ４Ｖ３＋ Ｉ３＋ ＣＯＭ４Ｖ４＋ Ｉ４＋

圧力センサー 排水流量計

シーケンサー（アナログ入力ユニット）

CVVS1.25mm2-4心

シーケンサ アナログ入力ユニットへ
アナログ

シーケンサ 入力ユニットへ
パルス

ＳＶＸ

１

Ｃ２２

ＭＶＸ

１

Ｃ２３

徳島県県土整備部営繕課 宮建築設計会社
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シーケンスＩ／Ｏ図
NON(A3)
NON(A1)



※　24Hタイマ（TPタイマ）は15分刻みの設定が可能とする。

※　故障時健全側に自動切替運転は、自動交互選択時とする。

※　タイマの設定は、TP（タッチパネル）で設定可とする。

M-2 メイン送風機　No.2

(kW)

M-1

動作

メイン送風機　No.1

機器 No.

機器動作表

容量
機器名称

M-3

15

15

M-5

M-6

M-8

調整脱窒槽送風機

移送ポンプ　No.1

放流ポンプ槽 LWL以上で常用ポンプ運転、LWL未満で常用ポンプ停止

放流ポンプ槽 HWL以上で予備ポンプ運転、LWL未満で予備ポンプ停止

タイマ設定による自動交互切替、故障時健全側に自動切替運転

3.7

1.5

移送ポンプ　No.2

汚泥引抜ポンプ

1.5

0.25

M-12 放流ポンプ　No.1 1.5

SV1 汚泥濃縮槽電磁弁

※　水位検出は違う順次入力の場合は警報出力とする。

M-13 放流ポンプ　No.2 1.5

膜分離硝化槽 LWL以上時、24Hタイマ（TPタイマ）で回数設定、子タイマ（TPタイマ）の設定により運転

流量調整脱窒槽 MWL以上で運転、流量調整脱窒槽 LWL未満で停止

流量調整脱窒槽 AWL以上で予備ポンプ運転、流量調整脱窒槽 HWL未満で予備ポンプ停止

タイマ設定による自動交互切替、故障時健全側に自動切替運転

流量調整脱窒槽 MWL以上で連続運転

流量調整脱窒槽 MWL以上で間欠（1分ばっ気－5分停止）運転

流量調整脱窒槽 LWL未満で停止

流量調整脱窒槽 LWL未満で間欠（10分ばっ気－50分停止）運転

M-7

M-4

非常用ポンプ 1.5

荒目スクリーン 0.025

水位図

AWL

LWL

FS
-1

流量調整脱窒槽

④
　　吸引ポンプ 間欠2運転（予備）

HWL

FS
-2

膜分離硝化槽

LWL

タイマ設定による自動交互切替、故障時健全側に自動切替運転

※　放流ポンプ槽 AWL以上で警報発信、AWL未満で警報解除

MV1 電動弁 流量調整脱窒槽 AWL以上で開，HWL未満で閉

24Hタイマ（TPタイマ）で回数設定、子タイマ（TPタイマ）の設定により運転

(kW)

流量調整脱窒槽 AWL以上で運転、流量調整脱窒槽 HWL未満で停止

24Hタイマ（TPタイマ）で回数設定、子タイマ（TPタイマ）の設定により運転

M-9 し渣引抜ポンプ 0.25 24Hタイマ（TPタイマ）で回数設定、子タイマ（TPタイマ）の設定により運転

M-11 吸引ポンプ　No.2

M-10 吸引ポンプ　No.1 1.5

1.5

流量調整脱窒槽 MWL以上で間欠モード1（6分運転－3分停止）運転、LWL未満で停止

流量調整脱窒槽 HWL以上で間欠モード2（8分運転－2分停止）運転、HWL未満で間欠モード1（6分運転－3分停止）運転

タイマ設定による自動交互切替、故障時健全側に自動切替運転

流量調整脱窒槽 AWL以上で予備ポンプ間欠（8分運転－2分停止）運転、HWL未満で予備ポンプ停止

メイン送風機運転中、かつ膜分離硝化槽 LWL以上である事

凍結対策PBをON時（メイン送風機、及び水位条件は無視）、吸引ポンプ停止し〇〇〇分経過後、〇〇〇秒運転ー〇〇〇分停止の繰り返し運転とする

通常モード時、流量調整脱窒槽 MWL以上で運転（間欠運転可能な事）、LWL未満で停止

小水量モード時、メイン送風機に連動運転（間欠運転可能な事）

タイマ設定による自動交互切替、故障時健全側に自動切替運転

M-14 メタノール薬注ポンプ　No.1 0.025

M-15 メタノール薬注ポンプ　No.2 0.025

流量調整脱窒槽 MWL以上で運転、LWL未満で停止

タイマ設定による自動交互切替、故障時健全側に自動切替運転

M-16 塩化第二鉄薬注ポンプ　No.1 0.015

M-17 塩化第二鉄薬注ポンプ　No.2 0.015

通常モード時、流量調整脱窒槽 MWL以上、かつpH計下限値未満で運転、LWL未満又はpH計下限以上で停止

小水量モード時 、メイン送風機に連動、かつpH計下限値未満で運転、pH計下限以上で停止

タイマ設定による自動交互切替、故障時健全側に自動切替運転

M-18 苛性薬注ポンプ　No.1 0.018

M-19 苛性薬注ポンプ　No.2 0.018

M-20 臭突ファン 0.4 入・切運転

M-21 換気扇（給気用） 0.2 入・切運転

※　流量調整脱窒槽 AWL以上、かつ遅延タイマ経過後満水警報発信、AWL未満で警報解除

MWL
　　吸引ポンプ 間欠1運転（常用）

②

⑤

⑤：満水警報

　　移送ポンプ 運転（常用）
　　調整脱窒槽送風機 間欠運転

③

④：移送ポンプ 運転（予備）

②：メイン送風機 連続運転

①

　　薬注ポンプ 運転

FS
-3

放流ポンプ槽

AWL

LWL

③ ③：満水警報

HWL ②：放流ポンプ 運転（予備）

①：放流ポンプ 運転（常用）

②

①

① ①：吸引ポンプ停止①：メイン送風機 間欠運転

③：吸引ポンプ 間欠2運転（常用）

　　電動弁 開

※　圧力スイッチの設定値以上でタッチパネルに膜洗浄表示とする。（警報出力なし）

※　pH計は下下限、上上限で警報発信とする。

　　非常用ポンプ 運転

徳島県県土整備部営繕課 宮建築設計会社
株式
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機器動作表
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NP 01

NP1 NP2

A1

NP3

A3A2

NP7

A8 液晶パネル

NP8 NP9

A9 A10

NP4

A5 NP15

NP 00

WL OL

1 1

NP5

A6

NP10

A11

NP6

A7

NP11

A12

NP12

A13

符号

社名板

NP 00

記入文字

NP 01

排水処理装置制御盤

メイン送風機　No.1

メイン送風機　No.2

NP 7

NP 3

NP 6

NP 2

NP 1

NP 4

NP 5

NP 8

NP 9

移送ポンプ　No.2

吸引ポンプ　No.1

汚泥引抜ポンプ

し渣引抜ポンプ

調整脱窒槽送風機

AC200V電源WL 1

盤製作仕様

屋内自立型構造 鋼板製

2.3t本体

扉
板厚

中扉

機器取付板 2.3t

2.3t

5Y7/1半艶外面

内面 5Y7/1半艶

塗装色

2.3t

一括故障OL 1

NP 10

非常用ポンプ

移送ポンプ　No.1

吸引ポンプ　No.2

NP 11 放流ポンプ　No.1

NP 12 放流ポンプ　No.2

NP 13 臭突ファン

NP13

A20

NP 14 換気扇（給気用）

NP 15 操作パネル

NP14

A21

NP 16 pH計

徳島県県土整備部営繕課 宮建築設計会社
株式
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制御盤姿図
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負荷配線表

機　器　名　称 容量 (KW) ケーブル
埋　設

符　号 備　考

Ｍ

１

Ｍ

２

Ｍ

３

Ｍ

７

Ｍ

４

Ｍ

５

Ｍ

６

Ｍ

８

Ｍ

１３

メイン送風機　No.1

メイン送風機　No.2

調整脱窒槽送風機

非常用ポンプ

荒目スクリーン

移送ポンプ　No.1

移送ポンプ　No.2

汚泥引抜ポンプ

放流ポンプ　No.1

放流ポンプ　No.2

排水流量計ＦＩ－１

15.0

15.0

3.7

1.5

0.025

1.5

1.5

0.25

1.5

1.5

流量調整脱窒槽　フロートスイッチＦＳ－１

膜分離硝化槽　フロートスイッチＦＳ－２

放流ポンプ槽　フロートスイッチＦＳ－３

ＥＭ－ＩＥ ８ｍｍ2ＥＤ１ Ｄ種接地工事（筐体）

ＥＤ２ Ｄ種接地工事（ＥＬＢ）

ＥＭ－ＣＥ １４ｍｍ2　－４心

－ ＃３８ビニルプリカ

ＥＭ－ＩＥ ８ｍｍ2

ＥＭ－ＣＥ ２ｍｍ2　－４心 －

ＥＭ－ＣＥ ２ｍｍ2　－４心 －

ＥＭ－ＣＥ ２ｍｍ2　－４心 －

ＥＭ－ＣＥ ２ｍｍ2　－４心 －

ＥＭ－ＣＥ ２ｍｍ2　－４心 －

ＥＭ－ＣＥ ２ｍｍ2　－４心 ＰＦ２２

ＥＭ－ＣＥ ２ｍｍ2　－４心 －

ＥＭ－ＣＥ ２ｍｍ2　－４心 －

ＥＭ－ＣＥＥＳ １．２５ｍｍ2　－４心 －

ＥＭ－ＣＥＥ １．２５ｍｍ2　－５心 －

ＥＭ－ＣＥＥ １．２５ｍｍ2　－２心 ＰＦ２２

ＥＭ－ＣＥＥ １．２５ｍｍ2　－４心 －

＃３８ビニルプリカ

露　出

ＨＩＶＥ４２

ＨＩＶＥ２２

ＨＩＶＥ２２

Ｇ２２

Ｇ２２

Ｇ２２

ＨＩＶＥ２２

Ｇ２２

Ｇ２２

ＨＩＶＥ２２

Ｇ２２

ＨＩＶＥ２２

Ｇ２２

電線管

汚泥濃縮槽電磁弁 ＥＭ－ＣＥＥ １．２５ｍｍ2　－２心 － ＃２４ビニルプリカ

電動弁 ＥＭ－ＣＥＥ １．２５ｍｍ2　－６心 － ＃２４ビニルプリカ

ＨＩＶＥ２２

ＨＩＶＥ２２

ＥＭ－ＣＥ １４ｍｍ2　－３心

ＥＭ－ＣＥ １４ｍｍ2　－４心

－ ＨＩＶＥ４２

ＥＭ－ＣＥ １４ｍｍ2　－３心

＃２４ビニルプリカ

Ｍ

９
し渣引抜ポンプ 0.25 ＥＭ－ＣＥ ２ｍｍ2　－４心 ＰＦ２２ ＨＩＶＥ２２

Ｍ

１１

吸引ポンプ　No.1

吸引ポンプ　No.2

1.5

1.5

ＥＭ－ＣＥ ２ｍｍ2　－４心 －

ＥＭ－ＣＥ ２ｍｍ2　－４心 －

ＨＩＶＥ２２

ＨＩＶＥ２２

Ｍ

１０
＃２４ビニルプリカ

＃２４ビニルプリカ

Ｍ

１２

Ｍ

１５

メタノール薬注ポンプ　No.1

メタノール薬注ポンプ　No.2

0.025

0.025

ＥＭ－ＣＥ ２ｍｍ2　－３心 －

ＥＭ－ＣＥ ２ｍｍ2　－３心 －

ＨＩＶＥ２２

ＨＩＶＥ２２

Ｍ

１４

Ｍ

１７

塩化第二鉄薬注ポンプ　No.1

塩化第二鉄薬注ポンプ　No.2

0.015

0.015

ＥＭ－ＣＥ ２ｍｍ2　－３心 －

ＥＭ－ＣＥ ２ｍｍ2　－３心 －

ＨＩＶＥ２２

ＨＩＶＥ２２

Ｍ

１６

Ｍ

１９

苛性薬注ポンプ　No.1

苛性薬注ポンプ　No.2

0.018

0.018

ＥＭ－ＣＥ ２ｍｍ2　－３心 －

ＥＭ－ＣＥ ２ｍｍ2　－３心 －

ＨＩＶＥ２２

ＨＩＶＥ２２

Ｍ

１８

Ｍ

２０
臭突ファン 0.4 ＥＭ－ＣＥ ２ｍｍ2　－４心 － ＨＩＶＥ２２

Ｍ
２１

換気扇（給気用） 0.2 ＥＭ－ＣＥ ２ｍｍ2　－４心 － ＨＩＶＥ２２

ｐＨ計ｐＨ 専用ケーブル ＰＦ２２ ＨＩＶＥ２２

注意事項

１．一次側電源引き込み工事は別途工事とする。

２．外部警報配線工事は別途工事とする。

３．ケーブル間の接続部は充分な防水処理を行うこと。

４．電線管端末部にはコーキング処理を行うこと。

５．プルボックスの取付位置は現場合わせとする。

６．配管経路は現場合わせとする。

名　称 仕様・型式

ＰＢ２ プルボックス ２００　×１００（Ｚｎ）

符　号

ＰＢ４ プルボックス ３００　×２００（ＶＥ・ＷＰ）

ケーブルホルダー

ケーブルホルダー

２点支持（ＳＵＳ）

３点支持（ＳＵＳ）

ＰＢ１ プルボックス １５０　×１００（ＶＥ・ＷＰ）

ケーブルホルダー １点支持（ＳＵＳ）

ＰＢ５ プルボックス ５００　×３００（Ｚｎ）

ビニルプリカ

ＰＢ３ プルボックス ２００　×１５０（Ｚｎ）

圧力センサーＰＳ－１ ＥＭ－ＣＥＥＳ １．２５ｍｍ2　－４心 － ＨＩＶＥ２２

ＴＢ 中継ボックス

１

１

機　器　名　称 容量 (KW) ケーブル
埋　設

符　号 備　考
露　出

電線管

ＥＭ－ＣＥ ２ｍｍ2　－４心 × ２

専用ケーブル

ＨＩＶＥ３６Ａ

ＥＭ－ＣＥＥ １．２５ｍｍ2　－２心 × １

ＨＩＶＥ３６

機械室

PB1

PB2

PS-1

FI-1
MV

Ｍ
４

Ｍ
７

Ｍ
１７

Ｍ
１６

Ｍ
３

Ｍ
１

Ｍ
２

Ｍ
１４

Ｍ
１５

Ｍ
２０

Ｍ
２１ Ｍ

１０
Ｍ

１１
Ｍ

１２
Ｍ

１３

PB6

Ｍ
５

Ｍ
６

PB2

Ｍ
８

PB1TB
pH

Ｍ
９

PB1

FS-1

FS-3

FS-2

PB5×2

Ｍ
１８

Ｍ
１９

PB3 PB3

PB4

SV
１

１
Ａ

ＰＢ６ プルボックス １５０　×１００（Ｚｎ）

徳島県県土整備部営繕課 宮建築設計会社
株式

Ｊ－０３０

二次側配線図・配線表
NON(A3)
NON(A1)



山留計画図(参考図) A3:S=1/100
A1:S=1/50

WL

山留杭材料表

CASE-8

備考欄

SGL±0

杭天端
(SGL)ピッチ 杭長サイズ

杭下端
(SGL)

鋼矢板

L=10,500

Ⅳ型

支保工材料表：1段目
腹起 H-350x350x12x19

切梁

キリンジャッキ　H-350用

火打梁

ジャッキ

H-350x350x12x19

H-350x350x12x19

備考欄

87.46 kN／m(CASE-8)土圧反力

A － 断面図A

SGL±0

SGL-4,600

SGL-10,500

SGL-4,000
（1段目解体レベル）

（1次掘削レベル）

SGL-1,000

SGL-2,000

凡例

：背面地盤レベル
：掘削レベル

KEYPLAN

平面図

SGL±0

SGL-4,600

SGL-10,500

（1次掘削レベル）

SGL-1,000

SGL-2,000

（1段目解体レベル）
SGL-4,000

徳島県県土整備部営繕課 宮建築設計会社
株式

山留計画図【参考】

Ｊ－０３１

A1:1/50，A3:1/100
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